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１ 研究のねらい 

 体内環境と情報伝達の単元において，内分泌腺の範囲は単元の最後に行う分野となっている。

既習事項がすべてつながり，体内環境への深い理解に必要不可欠な分野である。この単元は，前

述した通り大事な分野である一方で、覚えることが多く，ホルモン名の暗記で終わってしまう生

徒が少なくない。本研究では，結果を分析し解釈する探究の過程を通して，内分泌腺の知識を日

常生活に繋げさせ、深く理解させることを目的とする。 

 

２ 実践した内容 

１年４組の生徒３８名に対して実践した。まず，授業のはじめに内分泌腺，ホルモン，働き 

を紹介した後，ホルモン神経衰弱を行った。その後，自分たちの勝ち取ったホルモンのみで生活

するとどんな問題が生じるかを考えさせ，ホルモンの重要性を再認識させた。最後に，内分泌腺

低下症・過剰分泌の場合の症状の紹介を行い，ホルモン療法の紹介を行った。 

 

３ 実践中および実践後の生徒の変容 

＜神経衰弱での様子＞   

授業序盤は，多くの知識を一気に教え込まれるため後ろ向きな姿勢を示す生徒も多くいた。神

経衰弱を行ったことで，ゲーム感覚で知識を身に付け，最終的に前向きな姿勢でホルモン名を覚

える姿が多くみられた（図１）。 

＜内分泌腺機能低下症について思考する生徒の様子＞ 

体内でのホルモンの役割を考えながら，具体的なからだへの影響を記載する生徒が多くみられ

た。ゲームで獲得したホルモンに限定して考えればよいため，考察に取り掛かりやすい様子であ

った。一方，体内の代謝の仕組みは複雑なため，高校生の知識では説明が難しいようだった。

「成長ホルモンが獲得できなかったから成長できない」など，短絡的な記述で終わる生徒も多く

みられた。プリントに補足を記載しておくなど，高校生のレベルに合わせた授業計画が必要であ

ると感じた（図２）。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 神経衰弱を行う生徒の様子    図２ 生徒の記入したプリント 

 

４ 研究のまとめ 

本研究は，探究の過程を活用し，内分泌腺の重要性を深く理解することを目的として行った。

ゲームで勝ち取ったホルモンに限定して機能低下症について考察することで，実際の自分の身

体に当てはめて思考することができた。知識を教え込む授業と比べ，内分泌腺機能の理解に対

して前向きに取り組む生徒が多いように感じた。一方，体内の代謝が複雑なため，内分泌腺機

能低下症について深く理解するのは困難であった。今後は，高校生でも取り組みやすい指導教

材の開発が必要であると感じた。 

  

 



 

 

５ 実践した授業の単元計画と学習指導案 

 

 学習指導案 

科 目 生物基礎 使用教材 

生物基礎（東京書籍） 

新課程二訂版 スクエア最新図説生

物（第一学習社） 

指導クラス 1-4（38名） 単 元 体内環境と情報伝達 

クラス観 
生徒の学力には個人差があるが，クラス全体として学ぶ意欲は高い。クラス内の雰

囲気も良く，発問に対してどの生徒も積極的に発言することができる。 

本時の主題 
ホルモンとその作用 単元における 

本時の位置 
7／9 

本時の目標 
個々のホルモンの働きと重要性を理解する 

評価の観点 
モデル演習における操作の意味から実験手法を考察することができる。【思考・判

断・表現】 

本 時 の 展 開 

過程 学習内容 教師の働きかけ 学習活動 

（生徒の活動） 

評価の観点 

（具体の評価規準

） 

評価方法や 

指導上の留意点 

導 
入 

ホルモンと

は 

Q:ホルモンという

言葉を聞いたこと

あるか。 

 

ホルモンの説明 

・ホルモン、内分泌

腺、標的細胞、受容

体についての板書を

ノートに記録する。 

  

展 

開 

ホルモンま

とめプリン

ト配布 

ホルモンの名称と

内分泌腺、働きを

伝える。 

 

・プロジェクターを

見ながらプリントに

記入 

 

 【留意事項】 

・名称は語呂合わせを

使う 

・働きは語源などを教

えて、極力暗記が少な

くなるよう努める 

ホルモンの

名称、内分

泌腺、働き

を覚える 

 

 

 

ホルモンの名称と

内分泌腺、働きを

段階的に覚えさせ

る。 

 

  【留意事項】 

・ＳＴＥＰ１ 

ホルモンの名称と内分

泌腺 

・ＳＴＥＰ２ 

ホルモンの名称と働き 

ホルモン神

経衰弱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・カードを配付す

る 

・ルールを説明す

る 

＜ルール＞ 

・2人1ペアで行う 

・内分泌腺、ホル

モン、働きが揃っ

たら自分たちのホ

ルモンになる 

・ホルモンプリン

トは5回まで見て良

い。その後は１回

パスすることで見

・神経衰弱を行う 

（3ペアで対戦） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主体的に学習に

取り組む態度】 

A:自分の考えを積

極的に記入してい

る  

【留意事項】 

時間短縮のため，内分

泌腺、ホルモン、働き

のカードは色分けして

おく。 



 

 

 

 

 

 

 

ることができる。 

・間違った組み合

わせを取った場合

は、無効となる。 

 

・終了後，勝ち取

ったホルモンをプ

リントにチェック

させる 

・勝ち取ったホル

モンのみで生活す

るとどのような影

響が出るか考えさ

せる 

 

 

 

 

 

 

・勝ち取ったホルモ

ンをプリントにチェ

ックする 

 

・勝ち取ったホルモ

ンのみで生活した場

合どうなるかをペア

で考え，プリントに

記入する。 

B:ペアで話してい

るがプリントには

記入していない 

C：話し合いも記

入もしていない 

【思考判断表現】 

A:ホルモンの役割

を具体的に記しな

がら考えを記入し

ている  

B:具体的なホルモ

ンは挙げていない

が記入している 

C：記入していな

い 

ま 
と
め 

内分泌腺機

能低下症・

過剰分泌の

場合の症状

の紹介 

パワーポイントを

用いて内分泌腺機

能低下症・過剰分

泌の場合の症状の

紹介をする 

・内分泌腺機能低下

症についてメモする 

 【留意事項】 

発症した場合はホルモ

ン療法があること、個

性のひとつなので差別

的な発言に注意するこ

となどを伝える 

 

 

＜補足資料＞実習プリント 

 


